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r混相流シンポジウム」要項

　1．　開催日：昭和42年11月18日（土）9．15～17．25

　2．　共催（順不同）：日本学術会議水力学・水理学研究

　　　　連絡委員会，　（交渉中のものも含む）化学工学

　　　　協会，造船協会，土木学会，日本海洋学会，日

　　　　本機械学会，日本気象学会，日本建築学会，日

　　　　本航空学会，農業土木学会，

　3．会　場：土木学会講堂（東京都新宿区四谷1丁

　　　　目，外濠公園入口）

　4．　内　容：（講演時間1題35分）

気液二相流研究の手法　　　　　　　石谷清幹（阪大）

管内の粉粒体と空気の二相流れ　　　森川敬信（阪大）

固液二相流の微細構造　　　　　　　日野幹雄（東工大）

水面の液体力学的挙動　　　　　　西山哲男（東北大）

水力学・水理学関係の長期研究計画　植松時雄（阪大）

スラーリーおよびエマルジョソの沸騰について

　　　　　　　　　　　　　　　　　橘　藤雄（東大）

滴状凝縮熱伝達　　　　　　　　　　　岐美　格（京大）

混相流機械実用範囲拡大上の問題点　寺田　進（日大）

噴霧流に対する雰囲気の影響　　　棚沢　泰（東北大）

エア・ゾル粒子粒度分布における平衡則

　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋幹二（京大）

深海における気泡噴流について　　栗原道徳（長崎大）

　　総括　　　　　石原藤次郎（京都大）

14 、天気”14．8．


